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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
  ドライバーからのＤＣ電力を受ける第１及び第２の光パネル電力接続線と、
　第１及び第２の光パネル電力接続線間に結合されて、ドライバーにより供給される電流
を用いて発光する１以上の有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）とを含む光パネルと、
　光パネルに結合されて、１以上のＯＬＥＤが発光する間にユーザーによる、１以上のＯ
ＬＥＤへの物理的作用により生ずる、第１及び第２の光パネル電力接続線にかかる電圧又
は１以上のＯＬＥＤを通って流れる電流における摂動を感知し、少なくとも部分的に感知
された摂動に基づいて１以上の照明制御信号を選択的に提供する検出回路と、

を含み、ドライバーが１以上の照明制御信号に従って１以上のＯＬＥＤの照明機能を制御
する、照明デバイスであって、
検出回路が、
（ａ）入力及び出力を含む増幅器と、
（ｂ）第１及び第２の光パネル電力接続線の一方と増幅器の入力との間に連結されたキャ
パシタンスと、
（ｃ）コンパレータであって、
（ｃ１）増幅器の出力に結合された第１のコンパレータ入力、
（ｃ２）閾値電圧に結合された第２のコンパレータ入力、及び
（ｃ３）第１及び第２のコンパレータ入力における電圧の相対的極性に従って設定される
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出力電圧を有するコンパレータ出力
を含むコンパレータと、
（ｄ）コンパレータと結合されていて、コンパレータ出力の出力電圧を検出し、コンパレ
ータ出力の出力電圧に基づいてパルス検出器出力を提供するパルス検出器と、
（ｅ）パルス検出器出力をラッチして１以上の照明制御信号を提供するように作動するラ
ッチと
を含んでいる、照明デバイス。
【請求項２】
  検出回路が、感知された摂動の大きさを閾値と比較し、感知された摂動の大きさが
閾値より大きい場合１以上の照明制御信号を選択的に提供するように作動する、請求項１
記載の照明デバイス。
【請求項３】
  検出回路が、感知された摂動の大きさを複数の閾値と比較し、少なくとも部分的に、感
知された摂動の大きさが複数の閾値のいずれを超えたかに基づいて、１以上の照明制御信
号を選択的に提供するように作動する、請求項１記載の照明デバイス。
【請求項４】
  検出回路が、感知された摂動の大きさが複数の閾値のいずれを超えたかを示すように複
数の照明制御信号を選択的に提供する、請求項３記載の照明デバイス。
【請求項５】
  １以上のＯＬＥＤへの物理的作用は、１以上のＯＬＥＤをユーザが押す動作を含む、請
求項１乃至４のいずれかに記載の照明デバイス。
【請求項６】
  プロセッサーが、閾値より大きい大きさの複数の摂動がゼロでない所定の時間内に感知
された場合にのみ１以上の照明制御信号を提供するように作動する、請求項１乃至５のい
ずれかに記載の照明デバイス。
【請求項７】
  検出回路が、少なくとも部分的に感知された摂動の頻度に基づいて１以上の照明制御信
号を選択的に提供するように作動するプロセッサーを含む、請求項１乃至６のいずれかに
記載の照明デバイス。
【請求項８】
  プロセッサーが、ゼロでない所定の時間内に感知された複数の摂動の頻度に応じて選択
した１以上の照明制御信号を提供するように作動する、請求項７記載の照明デバイス。
【請求項９】
  さらに、１以上の外部デバイスにメッセージを送信するように作動する通信用インター
フェースを含んでおり、プロセッサーが１以上の外部デバイスを制御させるための制御信
号を通信用インターフェースを介して１以上の外部デバイスに供給するように作動する、
請求項７または８に記載の照明デバイス。
【請求項１０】
  １以上のＯＬＥＤの照明機能の制御が、１以上のＯＬＥＤの調光、オン制御、または、
オフ制御を含む、請求項１乃至８のいずれかに記載の照明デバイス。
【請求項１１】
  ドライバーを含み、該ドライバーは、第１及び第２の光パネル電力接続線を介して光パ
ネルにＤＣ電力を供給するように作動する、請求項１乃至１０のいずれかに記載の照明デ
バイス。
【請求項１２】
  請求項１乃至１１のいずれかに記載の照明デバイスである第１の照明デバイスと、
　１以上の第２の照明デバイスと、
　を備え、
　１以上の第２の照明デバイスが、
　１以上のＯＬＥＤを含む第２の光パネルと、
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　第２の光パネルの１以上のＯＬＥＤの照明機能を制御する第２のドライバと、
を含み、
　第２のドライバが第１の照明デバイスからの１以上の照明制御信号に従って第２の光パ
ネルの１以上のＯＬＥＤの照明機能を制御する、
照明システム。
【請求項１３】
  第１のドライバーにより供給される電流を用いて発光する１以上の有機発光ダイオード
（ＯＬＥＤ）とを含む第１の光パネルと、
　第１の光パネルに結合されて、１以上のＯＬＥＤが発光する間にユーザーによる、１以
上のＯＬＥＤへの物理的作用により生ずる、１以上のＯＬＥＤを通って流れる電流におけ
る摂動を感知し、少なくとも部分的に感知された摂動に基づいて１以上の照明制御信号を
選択的に提供する検出回路と、
を含む第１の照明デバイスであって、
検出回路が、
（ａ）入力及び出力を含む増幅器と、
（ｂ）第１の光パネルと増幅器の入力との間に連結されたキャパシタンスと、
（ｃ）コンパレータであって、
（ｃ１）増幅器の出力に結合された第１のコンパレータ入力、
（ｃ２）閾値電圧に結合された第２のコンパレータ入力、及び
（ｃ３）第１及び第２のコンパレータ入力における電圧の相対的極性に従って設定される
出力電圧を有するコンパレータ出力
を含むコンパレータと、
（ｄ）コンパレータと結合されていて、コンパレータ出力の出力電圧を検出し、コンパレ
ータ出力の出力電圧に基づいてパルス検出器出力を提供するパルス検出器と、
（ｅ）パルス検出器出力をラッチして１以上の照明制御信号を提供するように作動するラ
ッチと
を含んでいる、第１の照明デバイスと、
  第１のドライバーと、第２のドライバーにより供給される電流を用いて発光する１以上
の有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）とを含む第２の光パネルとを含む第２の照明デバイス
と、
を備え、
　第２のドライバーが第１の照明デバイスからの１以上の照明制御信号に従って、第２の
光パネルの１以上のＯＬＥＤの照明機能を制御する、
照明システム。
【請求項１４】
  検出回路が、感知された摂動の大きさを複数の閾値と比較し、少なくとも部分的に、感
知された摂動の大きさが複数の閾値のいずれを超えたかに基づいて、１以上の照明制御信
号を選択的に提供するように作動する、請求項１２または１３に記載の照明システム。
【請求項１５】
  光パネルの１以上の有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）への物理的作用を検出するための
検出回路であって、
　光パネルの１以上のＯＬＥＤに関連する電圧又は電流を感知するための１以上の光パネ
ル電力接続線と、
　１以上の光パネル電力接続線と結合されて、１以上のＯＬＥＤが発光している間にユー
ザーによる１以上のＯＬＥＤへの物理的作用により生ずる、１以上のＯＬＥＤにかかる電
圧又は１以上のＯＬＥＤを通って流れる電流の摂動を感知する回路であって、
　１以上の光パネル電力接続線にＡＣ結合された出力及び入力を含む増幅器と、
　コンパレータであって、増幅器の出力に連結された第１のコンパレータ入力、閾値電圧
に連結された第２のコンパレータ入力、及び第１及び第２のコンパレータ入力における電
圧の相対的極性に従って設定される出力電圧を有するコンパレータ出力を含むコンパレー
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タと、
　コンパレータに結合されて、コンパレータ出力の出力電圧を検出し、コンパレータ出力
の出力電圧に基づいてパルス検出器出力を提供するパルス検出器と、
　パルス検出器出力をラッチして１以上の照明制御信号を提供するように作動するラッチ
と
を含む感知する回路と
を備え、１以上の照明制御信号により１以上のＯＬＥＤの照明機能が制御される、検出回
路。
【請求項１６】
  照明システムのための電源であって、当該電源が、
　入力電力を受ける第１及び第２の入力、並びに第１及び第２のドライバー出力を有して
おり、入力電力を変換して、接続された光パネルの１以上の有機発光ダイオード（ＯＬＥ
Ｄ）に第１及び第２のドライバー出力を介してＤＣ電力を供給して、１以上のＯＬＥＤを
発光させるように作動するドライバー回路と、
　接続された光パネルに結合されて、ドライバー回路が１以上のＯＬＥＤにＤＣ電力を供
給している間にユーザーによる１以上へのＯＬＥＤの物理的作用により生ずる、第１及び
第２のドライバー出力にかかる電圧又は接続された光パネルの少なくとも一部を通って流
れる電流における摂動を感知し、少なくとも部分的に感知された摂動に基づいて１以上の
照明制御信号を選択的に提供するように作動する検出回路と
を備えており、
検出回路が、
（ａ）入力及び出力を含む増幅器と、
（ｂ）第１及び第２の光パネル電力接続線の一方と増幅器の入力との間に連結されたキャ
パシタンスと、
（ｃ）コンパレータであって、
（ｃ１）増幅器の出力に結合された第１のコンパレータ入力、
（ｃ２）閾値電圧に結合された第２のコンパレータ入力、及び
（ｃ３）第１及び第２のコンパレータ入力における電圧の相対的極性に従って設定される
出力電圧を有するコンパレータ出力
を含むコンパレータと、
（ｄ）コンパレータと結合されていて、コンパレータ出力の出力電圧を検出し、コンパレ
ータ出力の出力電圧に基づいてパルス検出器出力を提供するパルス検出器と、
（ｅ）パルス検出器出力をラッチして１以上の照明制御信号を提供するように作動するラ
ッチと
を含んでおり、１以上の照明制御信号により１以上のＯＬＥＤの照明機能が制御される、
電源。
【請求項１７】
  検出回路が１以上の照明制御信号をドライバー回路に供給し、ドライバー回路が少なく
とも部分的に１以上の照明制御信号に基づいて１以上のＯＬＥＤに供給されるＤＣ電力の
量を選択的に調節するように作動する、請求項１６記載の電源。
【請求項１８】
  検出回路が、感知された摂動の大きさを複数の閾値と比較し、少なくとも部分的に、感
知された摂動の大きさが複数の閾値のいずれを超えたかに基づいて、１以上の照明制御信
号を選択的に提供するように作動する、請求項１６または１７に記載の電源。
【請求項１９】
  １以上の照明デバイスを制御する方法であって、
　１以上の有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）を有する光パネルにＤＣ電力を供給して１以
上のＯＬＥＤを発光させるステップと、
　１以上のＯＬＥＤが発光している間にユーザーによる１以上のＯＬＥＤへの物理的作用
により生じる光パネルの第１及び第２の電力接続線にかかる電圧又は１以上のＯＬＥＤを
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通って流れる電流における摂動を感知するステップであって、第１及び第２の電力接続線
の一方からのキャパシタンス結合信号を増幅して増幅出力を提供し、増幅された出力の電
圧及び１以上の閾値電圧の相対的極性に基づいて比較信号を提供し、比較信号に基づいて
パルス信号を提供し、パルス信号をラッチして１以上の照明制御信号を提供することを含
むステップと、
　１以上の照明制御信号に少なくとも部分的に基づいて１以上のデバイスの１以上の作動
パラメーターを制御するステップと
を含む方法。
                                                                                
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　近年、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）技術は多くの新製品開発活動の対象となってい
る。ＯＬＥＤは非常に薄く柔軟な形態因子、高い効率、高い光出力、等を始めとする幾つ
かの技術的利点の故に普及している。さらに、これらのデバイスは屋内及び屋外の両方の
設備に使用するように適合させることができ、小面積及び／又は大面積の照明用途に使用
することができる。他の一般照明の電源と同様に、ユーザーは通例壁又はテーブルに取り
付けられたスイッチ及び／又は調光器を用いてＯＬＥＤ系デバイスを操作して所望の光出
力を設定する。しかし、かかる外部の制御スイッチ／調光器は高価であり、通例壁、テー
ブル表面、等に常設された設備を必要とする。従って、改良された照明デバイス及びその
ための制御装置に対するニーズが残されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００２】
【特許文献１】米国特許出願公開第２０１０／２３１５４８号
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　本開示は、ユーザーがＯＬＥＤパネル又はその特定の一部分を押して、調光、オン／オ
フ制御、等のような１以上の照明制御機能、及び／又は他のタイプのデバイス及びシステ
ムに関して制御操作を開始することができる、照明デバイス、並びに照明及びその他のデ
バイスを作動させる方法を提供する。本発明者は、有機物質が柔軟であり、外部応力に対
して感受性であることを認めた。すなわち、ＯＬＥＤパネルの圧縮の際、ＯＬＥＤの抵抗
率及び／又はキャパシタンスは分子間距離の減少及び軌道の重なりの増大によって変化し
得る。このため、隣接する分子間の電子伝達の速度が速くなり、結果として作動するＯＬ
ＥＤ若しくはそのアレイを横切って測定される電圧又はＯＬＥＤを通って流れる電流に撹
乱又は摂動が生じる可能性がある。本開示は、かかるユーザーにより開始された電圧又は
電流の摂動を検出し、照明制御の目的に使用することができる技術及び装置を提供する。
これは次に、現状技術に対する様々な進歩を容易にし、例えば、ＯＬＥＤデバイスは、起
動されたデバイスの調光性を制御するためにユーザーが光パネルを単に押すだけで自己調
光性であることができ、また同様に他の照明デバイス及びその他の機能を提供する外部の
デバイスを始めとする他の接続されたデバイスを制御するためにも使用することができる
。このように、例えば、ユーザーは、壁に取り付けられたＯＬＥＤ照明デバイスを押して
、他のデバイス（例えば、天井に取り付けられたライト）を作動させたり停止させたりす
ることができ、及び／又は１以上の他のデバイスを選択的に調光（薄暗く）することがで
きる。さらに、ユーザーにより起動させられるＯＬＥＤ照明デバイスを用いて、天井扇風
機、家庭用電化製品、等のような他の多数の制御可能なデバイス及びシステムの制御を開
始することができる。
【０００４】
　ドライバーからのＤＣ電力を受け取る一対の電力接続、及びドライバーからの電流を使
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用して一般照明を提供する１以上のＯＬＥＤを有する光パネルを含む照明デバイスが提供
される。この照明デバイスはさらに、１以上のＯＬＥＤが一般照明を提供する間にユーザ
ーによるＯＬＥＤの物理的起動により生じる光パネル電力接続を横切る電圧又は１以上の
ＯＬＥＤを通って流れる電流における摂動を感知する起動検出回路を含む。この起動検出
回路は、全体又は一部が感知された摂動に基づいて１以上の起動信号を関連するドライバ
ー又は１以上の外部デバイスに選択的に提供する。
【０００５】
　幾つかの実施形態において、起動検出回路は摂動の大きさを１以上の閾値と比較し、閾
値との比較結果に従って１以上の起動信号を提供する。このようにして、ユーザーがＯＬ
ＥＤを押す強さ及び／又はＯＬＥＤが押される部分に基づいて、異なる制御処置を採るこ
とができ、従って照明条件及び／又は外部デバイスの作動パラメーターのより詳細なユー
ザー制御が可能になる。
【０００６】
　さらに、幾つかの実施形態において、照明デバイスは偶然の起動と照明制御のために意
図されたものとを区別することができる。幾つかの実施において、照明デバイスは、ゼロ
でない所定の時間内に複数の摂動が検出された場合、１以上の起動信号又は値を提供する
プロセッサーを含み得る。従って、例えば、デバイスは、ユーザーがＯＬＥＤを二回以上
押した場合制御処置を選択的に実行し、ＯＬＥＤが一回だけ押された場合には処置を控え
ることができる。
【０００７】
　幾つかの実施形態において、１以上の外部デバイスにメッセージを伝送するために通信
用インターフェースが提供され、プロセッサー又は起動検出回路がＯＬＥＤの起動に応じ
て１以上の起動信号又は値を伝送のための通信用インターフェースに提供する。
【０００８】
　幾つかの実施形態において、照明デバイスは、ユーザーにより起動させられる光パネル
に電力を提供するために内部ドライバー回路を含む。幾つかの実施において、起動検出回
路は起動されたＯＬＥＤの自己調光性のためのオンボード（組み込まれた）ドライバーに
起動信号を提供し、ドライバーは光パネルに提供される電力の量を少なくとも部分的に受
け取った起動信号に基づいて選択的に変更する。他の実施形態において、起動検出回路は
１以上の外部デバイスにその制御のために起動信号を直接提供することができ、又は起動
信号若しくは値はオンボード通信用インターフェースを介してかかる外部デバイスに提供
することができる。
【０００９】
　幾つかの実施形態において、起動検出回路は、光パネル電力接続の１つからのＡＣ結合
信号を受け取る増幅器、及び増幅された信号を１以上の閾値と比較するコンパレータを含
む。パルス検出器回路はコンパレータの出力を検出し、起動信号を提供するラッチに出力
を提供する。
【００１０】
　１以上のＯＬＥＤの物理的起動の検出のための起動検出回路が提供される。この回路は
、ＯＬＥＤと関連する電圧又は電流を感知するための接続、及びＯＬＥＤが電力を供給さ
れて一般照明を提供する間にＯＬＥＤを横切ってかかる電圧の摂動又はＯＬＥＤを通って
流れる電流の摂動を感知する検出回路を含む。
【００１１】
　一般照明のための接続された光パネルの１以上のＯＬＥＤにＤＣ電力を供給する出力を
有するドライバー回路を含む、照明システムのための電源が提供される。この電源はさら
に、ドライバー回路がＯＬＥＤに電力を供給する間にユーザーによるＯＬＥＤの物理的起
動によって生じる接続された光パネルに関連する電圧又は電流の摂動を感知するために、
接続された光パネルと結合した起動検出回路を含む。この起動検出回路は、少なくとも部
分的に感知された摂動に基づいて１以上の起動信号を選択的に提供する。幾つかの実施形
態において、この起動信号はドライバーに供給され、このドライバーはＯＬＥＤに供給さ
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れる電力の量を少なくとも部分的に起動信号に従って選択的に調節する。さらに、幾つか
の実施形態において、電源は信号出力を含み、起動検出回路は１以上の起動信号をその信
号出力に提供する。
【００１２】
　１以上のデバイスを制御するための方法が提供され、この方法は、一般照明を提供する
ために１以上のＯＬＥＤを含む光パネルにＤＣ電力を供給することを含む。ＯＬＥＤが一
般照明を提供する間に光パネル電力接続を横切る電圧又はＯＬＥＤを通って流れる電流に
おいて、ＯＬＥＤの物理的起動によって生じる摂動を感知する。この方法はさらに、１以
上の照明又はその他のタイプのデバイスの１以上の作動パラメーターを少なくとも部分的
に感知された摂動に基づいて制御することを含む。
【００１３】
　１以上の代表的な実施形態を以下の詳細な説明及び図面に記載する。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】図１は、本開示による、光パネルの１以上のＯＬＥＤを押すことによりユーザー
により開始された調光制御処置を検出するための起動検出回路及びオンボードドライバー
を有する代表的な自己調光性ＯＬＥＤ系照明デバイスを示す概略図である。
【図２】図２は、外部のドライバーによって駆動される起動検出回路を有する別の照明デ
バイスを示す概略図であり、ドライバーは起動検出回路により供給される起動信号に従っ
て調光レベルを制御する。
【図３】図３は、オンボードＯＬＥＤアレイ又は光パネルに自己調光性制御を提供すると
共に１以上の外部の光パネル又はその他のタイプの外部デバイスを調光するオンボードド
ライバーを備えたユーザーにより起動させられるＯＬＥＤ系照明デバイスを示す概略図で
ある。
【図４】図４は、複数の照明デバイスに電力を供給する外部のドライバーによって調光性
制御のための起動信号を提供するユーザーにより起動させられるＯＬＥＤ系照明デバイス
を有する別の照明システムを示す概略図である。
【図５】図５は、ユーザーにより起動させられるＯＬＥＤ系デバイスにより供給される起
動信号に従って複数の照明デバイスが調光されるさらに別の実施形態を示す。
【図６】図６は、ユーザーにより起動させられるＯＬＥＤ系デバイスにより供給される起
動信号に従って複数の照明デバイスが調光されるさらに別の実施形態を示す。
【図７】図７は、ユーザーにより起動させられるＯＬＥＤ系デバイスにより供給される起
動信号に従って複数の照明デバイスが調光されるさらに別の実施形態を示す。
【図８】図８は、ユーザーにより起動させられるＯＬＥＤ系デバイスにより供給される起
動信号に従って複数の照明デバイスが調光されるさらに別の実施形態を示す。
【図９】図９は、ユーザーにより起動させられるＯＬＥＤ系照明デバイスの代表的な起動
検出回路のさらなる詳細を示す概略図であり、ＡＣ結合信号が増幅され、複数の閾値電圧
と比較されて照明条件を調節するための１以上の起動信号を生成する。
【図１０】図１０は、ＯＬＥＤパネルを押すユーザーに従うバイレベル制御を有する代表
的な自己調光性ＯＬＥＤ系照明デバイスを示す概略図である。
【図１１】図１１は、別の代表的な起動検出回路実施形態を示す概略図であり、プロセッ
サーが、ＯＬＥＤパネルのユーザーの起動により生じた感知された電圧の撹乱に基づく起
動制御信号を受け取り、通信用インターフェースを介して１以上の起動制御信号又は値を
直接関連するドライバー及び／又は１以上の外部の照明デバイスに供給する。
【図１２】図１２は、もう１つ別の実施形態を示す概略図であり、ドライバーは、起動検
出回路からの起動信号を受け取り、ドライバーレベルを制御するため、及び／又は通信用
インターフェースを用いて外部デバイスを制御するために起動制御信号又は値を供給する
プロセッサーを含む。
【図１３】図１３は、複数のコンパレータ閾値を用いる、ＯＬＥＤパネルの異なる部分を
押すユーザーにより生じた電圧の摂動の検出及び識別を図示するグラフである。
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【図１４】図１４は、複数のコンパレータ閾値を用いる、ＯＬＥＤパネルの異なる部分を
押すユーザーにより生じた電圧の摂動の検出及び識別を図示するグラフである。
【図１５】図１５は、本開示による、光パネルの１以上のＯＬＥＤを押すユーザーにより
生じた電流の摂動を検出するための起動検出回路を含む、オンボードドライバーを有する
代表的な自己調光性ＯＬＥＤ系照明デバイスを示す概略図である。
【図１６】図１６は、本開示による、光パネルの１以上のＯＬＥＤを押すユーザーにより
生じた電流の摂動を検出するための起動検出回路を含む、外部のドライバーを有する代表
的な自己調光性ＯＬＥＤ系照明デバイスを示す概略図である。
【図１７】図１７は、複数のコンパレータ閾値を用いる、ＯＬＥＤパネルの異なる部分を
押すユーザーにより生じた電流の摂動の検出及び識別を図示するグラフである。
【図１８】図１８は、複数のコンパレータ閾値を用いる、ＯＬＥＤパネルの異なる部分を
押すユーザーにより生じた電流の摂動の検出及び識別を図示するグラフである。
【図１９】図１９は、接続された光パネルの物理的起動を駆動し検出するための起動検出
回路及びＡＣ－ＤＣコンバータを有するドライバー回路を示す概略図である。
【図２０】図２０は、接続された光パネルの物理的起動を駆動し検出するための起動検出
回路及びＡＣ－ＤＣコンバータを有するドライバー回路を示す概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　ここで図面を参照すると、全図面を通して類似の要素に対して類似の参照番号が使用さ
れており、様々な特徴は必ずしも一定の縮尺で描かれてはいない。図１は、電源１０４か
ら入力端子Ｔ１及びＴ２を介してＡＣ入力電力を受け取る代表的なＯＬＥＤ系照明デバイ
ス１１０を含む照明システム１０２を図示する。端末デバイス１１０は、ユーザーがデバ
イスの明かりのついた一部分を押すことにより一般照明（調光）レベルを調節するために
デバイス１１０を物理的に起動することができる自己調光性デバイスである。そしてオン
ボードドライバー１２０が電源１０４からのＡＣ入力電力を受け取り、１以上のＯＬＥＤ
１３１を有するＯＬＥＤ系光パネル１３０に調整されたＤＣ出力電流を供給する。ドライ
バー１２０は、レベル制御回路１２２を介してほぼ一定の出力電流を調整することにより
定常状態作動でほぼ一定の電流、従ってほぼ一定の光出力を提供する定電流源である。レ
ベル制御回路１２２はドライバー１２０の電流調整器に設定値を供給し、このドライバー
の設定値を、受け取った起動信号入力１４２に従って選択的に調節し得る。後述の図１５
及び１６は、定電圧ドライバー回路１２０を使用し、起動検出回路１４０が電流の摂動２
２２を検出する代わりの実施形態を例示する。
【００１６】
　光パネル１３０は任意の適切な構成、形状及び形態因子であることができ、例えば、一
般に、パネル１３０の１つの平坦な表面から外へ向かう一般照明出力エミッターを提供す
るために前記平坦な表面上にストリップ又はセルとして構成される１以上のＯＬＥＤデバ
イス１３１を有する薄いパネルであることができる。１つの例において、デバイス１１０
は壁の表面、卓上、又はオペレーター（ユーザー）が届き得るその他の位置に据え付ける
ことができ、１以上のＯＬＥＤ１３１がユーザーのための一般照明を提供するように外へ
向いている。幾つかの実施形態において、ＬＥＤ又はその他のＤＣ駆動照明構成要素のよ
うな１以上の非ＯＬＥＤ発光性構成要素を光パネル１３０に含ませることができ、但しこ
のパネル１３０は起動検出回路１４０によりＯＬＥＤ１３１を押すユーザーの検出が可能
になるようにＤＣ電力端子１３２及び１３４間に直接又は間接的に接続された１以上のユ
ーザーにより起動させられるＯＬＥＤ１３１を含む。ドライバー１２０は光パネル電力接
続１３２及び１３４を経由して光パネル１３０に入力電力を供給して、ドライバーの正の
ＤＣ出力から第１の接続１３２によりＯＬＥＤ１３１を通り第２の電力接続１３４を通っ
てドライバー１２０の負の戻り端子に戻るドライバー電流の伝導経路を創成する。
【００１７】
　図１３及び１４も参照すると、通常の定常状態作動において、パネル１３０のＯＬＥＤ
１３１を通るＤＣドライバー電流の伝導は端子１３２及び１３４を横切って一般にＤＣ電
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圧を創成する。デバイス１１０は端子１３２及び１３４に接続された起動検出回路１４０
を含んでいて、光パネル端子を横切る電圧に、ユーザーによるＯＬＥＤ１３１の物理的起
動により生じた電圧摂動２０２（図１３及び１４）を感知する。起動検出回路１４０は、
少なくとも部分的に、端子１３２及び１３４にかかる電圧で感知された電圧摂動２０２に
従ってドライバー１２０のレベル制御回路１２２に起動信号１４２を選択的に供給する。
この実施形態において、ドライバー１２０は照明デバイス１１０に組み込まれていて起動
信号１４２を直接受け取る。結果として、自身の調光制御を提供して、ユーザーが光パネ
ル１３０を単に押すだけでレベル制御１２２を起こさせて光出力レベルを変化させること
ができる簡単な２つの端末デバイスが提供される。
【００１８】
　図２は代わりの実施形態を例示し、照明デバイス１１０は、外部のドライバー１２０か
ら入力ＤＣ電力を受け取るために光パネル電力接続１３２及び１３４にそれぞれ接続され
た第１及び第２の端子Ｔ１及びＴ２、並びに起動信号１４２を出力として１以上の外部デ
バイスに供給するための第３の端子Ｔ３を含んでいる。この例において、システム１０２
はＡＣ入力源１０４からの電力を受け取る外部のＤＣドライバー１２０を含んでおり、こ
のドライバー１２０はユーザーにより起動させられる光パネル１３０に端子Ｔ１及びＴ２
を介してＤＣ出力電流を供給する。この実施形態においては、さらに、照明デバイス１１
０の起動検出回路１４０からの起動信号１４２を受け取るために、ドライバー１２０のレ
ベル制御回路１２２が第３の端子Ｔ３に接続されている。また、この実施形態におけるレ
ベル制御回路１２２は、ドライバー１２０の電力出力レベル（例えば、ドライバーの内部
の電流調整器に対する設定値）を受け取った信号１４２に従って選択的に変化させるよう
に動作させる。図１の実施形態と同様に、ユーザーは光パネル１３０の１以上のＯＬＥＤ
１３１を単に押すか又はその他物理的に起動することができ、起動検出回路１４０は結果
として得られる端子１３２及び１３４にかかる電圧の摂動２０２を検出し、光パネル１３
０のユーザーの起動に応じて１以上の起動信号１４２を生成する。こうして、この実施形
態では、外部のスイッチ又は調光制御デバイスを必要とすることなく、ユーザーがデバイ
ス１１０自体を起動することによりデバイス１１０の光出力レベルを設定することも可能
になる。
【００１９】
　図３及び４は、照明システム１０２の一部を形成する代表的なＯＬＥＤ系のユーザーに
より起動させられる照明デバイス１１０を示し、共用のＤＣドライバー１２０がＤＣ出力
電力を複数の光パネル１３０に供給し、光パネルの幾つかは照明デバイス１１０の外部に
ある。図３の例では、共用のＤＣドライバー回路１２０はユーザーにより起動させられる
照明デバイス１１０と一体であるが、図４に示した例では外部のドライバー１２０を使用
する。さらに、図３の照明デバイス１１０は２つのＡＣ入力端子Ｔ１及びＴ２並びに２つ
のＤＣ出力端子Ｔ３及びＴ４を有する４端末デバイスであるが、図４のデバイス１１０は
ＤＣ入力電力を受けるための端子Ｔ１及びＴ２並びに起動信号出力１４２をドライバー１
２０のレベル制御回路１２２に供給するための端子Ｔ３を含んでいる。
【００２０】
　図５－８に示されているように、ユーザーにより起動させられるＯＬＥＤ系照明デバイ
ス１１０により供給される起動信号１４２は、自身のドライバー１２０を含む外部デバイ
スの作動上の設定を制御するために使用することができる。この点に関して、起動信号１
４２は加熱／空調装置、テレビ、家庭用電化製品、等のような他の非照明デバイスを制御
するのに使用することができる。図５及び６の実施形態において、ユーザーにより起動さ
せられる照明デバイス１１０は起動信号１４２に従って関連するドライバー１２０の制御
回路１２２を介して調光され、ここで関連するドライバー１２０は図５の例では照明デバ
イス１１０に組み込まれ、図６の例では関連するドライバー１２０が外部デバイスである
。図５及び６の例において、ユーザーは光パネル１３０のＯＬＥＤ１３１を押すことによ
り起動可能な照明デバイス１１０を動作させて、起動可能な照明デバイス及び外部の照明
デバイス１１０が調和して調光されるようにすることができる。
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【００２１】
　図７及び８において、ユーザーにより起動させられるＯＬＥＤ系デバイス１１０は非調
光性ドライバー１２０（ドライバー１２０は図７の例では一体であり、図８の例では外部
にある）から一定のＤＣ電力が供給される。これらの実施形態において、ユーザーにより
起動させられる照明デバイス１１０はここでも、調光レベルを変化させるためのオンボー
ドレベル制御回路１２２を有する１以上の外部の照明デバイス１１０に端子Ｔ３を介して
起動信号１４２を出力として供給する。これらの例において、ユーザーは、他の照明デバ
イス１１０に関して図示した例における調光及び／又は他の実施形態におけるオン／オフ
制御のような１以上の制御された作動を実行するために、そのＯＬＥＤ光パネル１３０を
押すことにより起動可能な照明デバイス１１０を動作させることができる。例えば、ユー
ザーにより起動させられるデバイス１１０は壁に取り付けて一般照明を提供し得、他のデ
バイスは住宅のダイニングルームのように天井に取り付けられ得る。これらの図に示した
システム構成は、ユーザーが壁に取り付けた照明デバイス１１０を押すことにより天井の
光を調光することを可能にする。
【００２２】
　図９は、起動可能な光パネル１３０の光パネル電力接続１３２及び１３４に接続された
起動検出回路１４０の１つの実施形態のさらなる詳細を図示する。コンデンサＣ１は接続
１３２及び１３４で感知された電圧とＡＣ結合し、この場合第１の１つのコンデンサ端子
は上側の電力接続１３２に連結され、第２の端子は１つの可能な実施形態において演算増
幅器回路であることができる増幅器回路１４３の入力に連結される。増幅器１４３は出力
をコンパレータ回路１４４の第１の入力に供給する。コンパレータ１４４は幾つかの実施
形態において複数のコンパレータ構成要素又は他の回路を含み得、それにより増幅器１４
３の出力が２以上の閾値電圧１４５と比較される。かかる実施形態において、コンパレー
タ回路１４４は複数のコンパレータ又は比較出力をパルス検出器回路１４６に供給する。
図１３及び１４に関連して以下に記載するように、複数の閾値を用いて、ユーザーが光パ
ネル１３０の複数の異なる部分の１つを押したかどうかを識別し、及び／又はパネル１３
０にかけられた異なるレベルの起動圧力間を区別することができる。例えば、個別のアナ
ログ実行において、幾つかのコンパレータを回路１４４内に備えることができ、その各々
が、増幅器１４３の出力に接続された１つの入力、並びに参照閾値電圧１４５の対応する
１つに接続された別の入力、及び対応するパルス検出器１４６を駆動する別の出力を有す
る。次に、パルス検出器出力が対応する複数のラッチ回路１４８に供給され、そこで起動
信号１４２が生成する。
【００２３】
　図１０は、起動検出回路１４０が、図９に関連して上記したＡＣ結合コンデンサＣ１及
び増幅器１４３、並びに増幅器１４３の出力を単一の参照閾値電圧１４５と比較するため
の単一のコンパレータ回路１４０を含む別の実施形態を示す。コンパレータの出力はパル
ス検出器１４６を駆動し、ラッチ１４８は、電力接続１３２及び１３４を横切る電圧にお
いて検出された電圧の撹乱又は摂動が、増幅後、閾値１４５より大きいことを示す起動信
号１４２を提供する。これは、今度は、ユーザーが１以上のＯＬＥＤ１３１を起動したこ
とを示す。
【００２４】
　この実施形態においては、さらに、ドライバー１２０が、閉鎖ループ電流調整のために
レベル制御回路１２２に入力を供給するフィードバック電圧入力（ＶＦ）を含む。調節可
能なフィードバック回路がＯＬＥＤ１３１と下側の電力接続１３４の間の戻り経路内に提
供され、これはＦＥＴ　Ｑ１及び第２の抵抗器Ｒ２のソース－ドレインチャネルの直列結
合と並列に接続されたノミナルフィードバック抵抗器Ｒ１を含む。この実施形態において
は、１つの調光レベルに対して、起動信号１４２がＱ１を遮断する結果、唯一のフィード
バック抵抗がＲ１であり、レベル制御回路１２２に供給される電圧フィードバックは第１
の電圧レベルである。逆に、ユーザーがＯＬＥＤ１３１を起動すると、ラッチ回路１４８
が起動信号１４２を供給してＱ１を作動させることにより戻り経路内のフィードバック抵
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抗がＲ１とＲ２の並列結合（Ｑ１のＲＤＳＯＮと直列）となり、これが次にレベル制御回
路１２２に供給される電圧フィードバックのレベルを変化させる。こうして、ユーザーは
、起動可能なＯＬＥＤ１３１を単に押すことによって、外部の調光制御デバイスを必要と
することなく光出力レベルを２つの別個の値の間で切り替えることができる。
【００２５】
　図１１は別の起動検出回路の実施形態を図示しており、プロセッサー１４１が起動検出
回路１４０内に備えられ、ラッチ回路１４８からの起動信号１４２を受け取る。この場合
、プロセッサー１４１は（ユーザーにより起動させられるＯＬＥＤ１３１の調光性制御を
提供するために）１以上の起動信号又は値１５０を関連するドライバー１２０のレベル制
御回路１２２に供給することができ、及び／又はプロセッサー１４１はかかる起動信号及
び／又は値１５０を起動検出回路１４２の通信用インターフェース１４９を介して有線接
続にしろ無線接続にしろ１以上の外部の照明デバイス１１０（及び／又は１以上の非照明
デバイス）に供給することができる。
【００２６】
　図１２はもう１つ別の可能な実施形態を示し、プロセッサー１２２及び通信用インター
フェース１２９がドライバー１２０内に備えられている。この例において、ラッチ回路１
４８は起動信号１４２をドライバープロセッサー１２２に供給し、次にドライバープロセ
ッサー１２２が１以上の起動信号又は値１５０を、関連するドライバー１２０のレベル制
御回路１２２の一方又は両方に、及び／又は通信用インターフェース１２９を介して１以
上の外部の照明デバイス１１０（及び／又は１以上の非照明デバイス、図示してない）に
供給する。
【００２７】
　起動検出回路１４０及び／又はドライバー１２０の一方又は両方にプロセッサー１４１
、１２９を設置することにより、１以上のＯＬＥＤ１３１のユーザーにより開始された起
動に基づいて無限の数の制御処置を取ることが可能になる。例えば、起動されたＯＬＥＤ
は、かかるユーザーにより開始された起動に従って選択的に調光することができる。また
、或いは組み合わせて、かかるユーザーの起動により、１以上の外部の照明デバイス１１
０を選択的に調光したり及び／又は遮断したり若しくは作動させたりすることができる。
ＯＬＥＤ１３１の意図してない起動間の区別を容易にするために、起動検出回路１４０及
び／又はプロセッサー１２２、１４９は、上記のように感知される摂動が１以上の閾値を
超えることになる作動に対してのみかかる制御処置を採用するか又は開始するように構成
することができ、及び／又はゼロでない所定の時間内に２以上の摂動２０２が検出された
後にのみこれらの構成要素が制御処置を開始し得る。
【００２８】
　また、ユーザーの作動の検出される頻度に基づいて異なる制御処置を取ることができ、
例えば、ユーザーがＯＬＥＤ１３１を速く押す場合にはより大きい増分によって調光した
り、或いはユーザーがＯＬＥＤ１３１を遅く押す場合には微調整された照明調節のために
小さい増分によって調光したりできる。さらに、プロセッサー１２２、１４９は、ユーザ
ーの作動頻度に基づいて及び／又は電圧摂動２０２の大きさに基づいて異なる処置を取る
ように構成することができ、例えば速いユーザーの作動又はより大きい摂動２０２では照
明を強くし、遅いユーザーの作動又はより小さい電圧摂動２０２では照明を弱くすること
ができる。
【００２９】
　さらに、プロセッサー１２２、１４９は（例えば、接続された通信用インターフェース
１２９、１４９を介して）対応する制御処置を開始させるための、例えば、加熱／空調シ
ステム及び／又は天井扇風機システムの環境制御設定を変更したり、ホームセキュリティ
ーシステムを作動／停止させたり、家庭用電化製品の設定を変更したり、ガレージドアを
開閉したり、電話その他の通信装置の設定に応答したり／調節したり、家庭用娯楽機器を
操作したり、コンピュータシステムと交信したり、等のための任意の形態の制御可能なデ
バイスに信号及び／又はメッセージを送ることができる。
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【００３０】
　ここで図１３及び１４を参照すると、グラフ２００及び２１０は、所与のＯＬＥＤパネ
ル１３０を異なる位置で押すユーザーに対応して異なる大きさを有する電圧の摂動２０２
を示す。例えば、図１３の例で見られるように、増幅器入力信号は、ユーザーが四セグメ
ントＯＬＥＤアレイ１３０をほぼ中心領域１３６で押したときに比較的大きい摂動２０２
を有する。逆に、図１４は、ユーザーがＯＬＥＤパネル１３０の縁近くの異なる位置１３
８で押したとき増幅器入力のより小さい摂動２０２を図示するグラフ２１０を示す。グラ
フ２００及び２１０で見られるように、２つの異なる閾値ＴＨ１及びＴＨ２を使用すると
、起動検出回路１４０及び／又はプロセッサー１２２、１４９がパネル１３０のこれらの
異なる部分１３６、１３８のユーザーの作動を識別することが可能になり、そのためユー
ザーはパネル１３０の異なる部分を選択的に起動することにより別個の照明（またはその
他の）制御機能を実行することが可能になる。さらに、類似の閾値系選択制御を用いて、
ＯＬＥＤパネル１３０にかかるユーザーの作動圧力の２以上の異なるレベルを識別するこ
とができる。この点に関して、大きい摂動２０２（例えば、図１３）はユーザーがパネル
１３０を強く押すことの結果であり、一方軟らかい作動（パネル１３０の同じ位置であっ
ても）の結果はより小さい電圧摂動２０２（例えば、図１４）となろう。こうして、開示
された照明デバイス１１０は、作動圧力に基づく別個の（照明またはその他の）制御処置
、例えば、パネル１３０を強く押した場合の速い調光、及びより軽く押した場合のより小
さい調光変化分を実行する能力をユーザーに提供する。
【００３１】
　図１８も参照して、代表的な自己調光性ＯＬＥＤ系照明デバイス１１０が図１５及び１
６に図示されており、この場合は起動検出回路１４０がそれぞれオンボード及び外部のド
ライバーで電流の摂動２２２（図１７及び１８）を検出するために第１のＤＣ接続１３２
と直列に連結されている。起動検出回路１４０はユーザーが光パネル１３０の１以上のＯ
ＬＥＤ１３１を押すことにより生じる電流摂動を検出する。これらの例において、定電圧
ドライバー電源１２０が調整された電圧出力を光パネル１３０に供給し、ＯＬＥＤ１３１
を通って流れる電流の摂動２２２が起動検出回路１４０により感知され、これが少なくと
も部分的に感知された電流摂動２２２に基づいて１以上の起動信号１４２を供給する。
【００３２】
　図１７及び１８のグラフ２２０及び２３０に見られるように、起動検出回路１４０は、
ユーザーがＯＬＥＤパネル１３０の異なる部分を押すことにより生じる電流の摂動を、異
なるコンパレータ閾値ＴＨ１及びＴＨ２を用いて区別することができる。図１７のグラフ
２２０は、ユーザーがパネル１３０の中心部分１３６を押したときの、ＴＨ１及びＴＨ２
の両方を超える比較的に大きい大きさを有する代表的なＯＬＥＤ電流の摂動２２２を示す
。図１８のグラフ２３０に見られるように、代わりにユーザーがパネル１３０の隅の部分
１３８を押したとき、より小さい電流の摂動２２２が生じ、起動検出回路１４０はこの異
なる大きさをＴＨ１を超えているが第２の閾値ＴＨ２を超えていないとして見分けること
ができる。これらの実施形態において、他の場合ほぼ一定のＤＣ電流における摂動を感知
することができるあらゆる適切な電流感知／検出技術及び／又は回路、例えば増幅器、コ
ンパレータ、パルス検出器及び／又はラッチ（例えば、上記図９－１１の電圧摂動の例に
見られる）を起動検出回路１４０に使用することができる。起動検出回路１４０は、自己
調光を実行するため、及び／又は１以上の制御処置を実行するために１以上の外部デバイ
スに起動信号１４２を出力する（及び／又は１以上の起動信号または値１５０を、例えば
プロセッサーを介して出力し得る）。
【００３３】
　図１９及び２０も参照すると、図１９は、ＡＣ入力電力を受け取るために端子Ｔ１及び
Ｔ２にそれぞれ接続された第１及び第２の入力、並びに接続された光パネル１３０のＤＣ
電力接続１３２及び１３４に接続するための出力端子を有するＡＣ－ＤＣコンバータ（ド
ライバー回路）１２６を含む代表的な電源１２０を示す。コンバータ１２６はＡＣ電源１
０４からの入力電力を変換するように作動して、出力１３２及び１３４を介してＤＣ電力
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を生じさせる。電源１２０はまた、ＡＣ－ＤＣコンバータ１２６を動作させて調整された
出力ＤＣ電流をＯＬＥＤ１３１に供給するレベル制御回路１２２も含む。この場合、電源
１２０は一般に上記したような起動検出回路１４０を含み、コンバータ１２６が電力を供
給している間にユーザーが１以上のＯＬＥＤ１３１を押すか又はその他物理的に起動する
ことにより生じる、ドライバー出力１３２及び１３４にかかる電圧の摂動２０２を感知す
る。起動検出回路１４０は、１以上の起動信号１４２をレベル制御回路１２２に、及び／
又は任意の信号出力端子を介して１以上の外部デバイス（図には示してない）に選択的に
供給する。
【００３４】
　図２０は別の実施形態を示し、ここでは電力源１２０が、電源１０４からの入力ＡＣ電
力を受け取り、電力源１２０に接続された１以上のＯＬＥＤ１３１を駆動するための調整
された電圧ＤＣ出力電流を供給する定電圧ＡＣ－ＤＣコンバータ（ドライバー回路）１２
６を含んでいる。この実施形態において、起動検出回路１４０は、コンバータ１２６から
接続された光パネル１３０のＯＬＥＤ１３１を通って流れる電流における、ユーザーによ
る１以上のＯＬＥＤ１３１の物理的起動により生じた摂動（上記図１７及び１８の２２２
）を感知する。さらに、起動検出回路１４０は、１以上の起動信号１４２を、コンバータ
１２６を動作させるレベル制御回路１２２及び／又は外部デバイスに選択的に供給する。
【００３５】
　こうして、本開示は、起動検出回路１４０及び半導体光パネル１３０を単独で又は関連
するドライバー１２０と組み合わせて含む照明デバイス１１０（例えば上記図１－８）、
並びに関連する光パネル１３０に接続し得る起動検出回路１４０を提供する。さらに、本
開示は、ドライバー１２６を含む電源１２０並びに半導体照明パネル１３０に連結するこ
とができる組み込まれた起動検出回路１４０を提供する。
【００３６】
　以上の例は本開示の様々な局面の幾つかの可能な実施形態の単なる例示であり、ここで
等価な変更及び／又は改変は本明細書及び添付の図面を読み理解することで当業者には自
明である。特に、上記構成要素（アセンブリ、デバイス、システム、回路、など）により
実行される様々な機能に関して、かかる構成要素を説明するのに使用した用語（例えば、
「手段」の引用）は、他に示されない限り、本開示の例示した実施において特定の機能を
実行する開示された構造と構造的に等価でなくても、記載した構成要素の特定の機能を実
行する（すなわち、機能的に等価な）ハードウエア、プロセッサーにより実行されるソフ
トウエア、又はそれらの組合せのようなあらゆる構成要素に対応するものである。本開示
の特定の特徴が幾つかの実施の１つのみに関して説明及び／又は記載されているかもしれ
ないが、かかる特徴は、任意の所与の又は特定の応用に対して所望かつ有利であり得るの
で、他の実施の１以上の他の特徴と組み合わせ得る。また、単数形で表現した構成要素又
は事項は、特に断らない限り、２以上のかかる構成要素又は事項を包含するものである。
また、用語「含む」、「有する」、「伴う」、又はこれらの派生語が詳細な説明及び／又
は特許請求の範囲で使用されている場合、かかる用語は用語「含まれる」と同様に包括的
であるものである。本発明を好ましい実施形態に関連して説明して来た。明らかに、改変
及び変更が上記詳細な説明を読み理解したものには自明であろう。本発明はかかる改変及
び変更を包含するものである。
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